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【 は じ め に 】 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 （ 以 下 Ｓ Ａ ） は 、 伝 染 性

乳 房 炎 の 主 要 な 原 因 菌 で 、 罹 患 す る と 体 細 胞 数 を 増 加

、 、 。さ せ 難 治 性 で あ る た め 農 家 に 甚 大 な 被 害 を 与 え る

今 回 、 バ ル ク 乳 体 細 胞 数 が 増 加 傾 向 に あ る フ リ ー バ ー

ン 、 ミ ル キ ン グ パ ー ラ ー 方 式 の 一 酪 農 家 に お い て 、 Ｓ

Ａ に よ る 乳 房 炎 の 清 浄 化 に 向 け 、 Ｎ Ｏ Ｓ Ａ Ｉ 家 畜 診 療

所 と 協 力 し て 取 り 組 ん だ 。

【 取 り 組 み の 概 要 （ １ ） 20 0 6年 ５ 月 ～ ９ 月 に 搾 乳 牛】

全 頭 の 乳 汁 検 査 を 実 施 し た 結 果 、 Ｓ Ａ 陽 性 頭 数 は 47頭

中 20頭 （ 42.6％ ） で あ っ た 。 Ｓ Ａ 陽 性 牛 の ほ と ん ど が

乳 房 炎 の 臨 床 症 状 を 示 し て い な か っ た が 、 体 細 胞 数 は

平 均 60.2± 46.2万 個 ／ mLで 、 陰 性 牛 の 平 均 17.8± 21.9

万 個 ／ mLに 比 べ て 有 意 に 多 か っ た た め 、 早 期 淘 汰 又 は

陽 性 分 房 の 盲 乳 処 置 を 指 導 し た （ ２ ） 搾 乳 立 会 に よ。

り 搾 乳 作 業 を 点 検 す る と と も に 、 搾 乳 時 の 乳 頭 、 搾 乳

手 袋 及 び ラ イ ナ ー ゴ ム の 細 菌 検 査 を 実 施 し た 結 果 、 Ｓ

Ａ の ま ん 延 は 搾 乳 者 の 手 指 又 は 搾 乳 機 器 を 介 し た も の

と 推 測 さ れ た た め 、 陽 性 牛 を 陰 性 牛 と 群 分 け し た 最 後

搾 乳 及 び 搾 乳 手 技 の 改 善 を 指 導 し た 。

【 成 果 及 び 課 題 】 2006年 12月 現 在 の Ｓ Ａ 陽 性 頭 数 は 44

頭 中 15頭 ( 3 4 . 1％ ） で 、 バ ル ク 乳 体 細 胞 数 も 減 少 傾 向

に あ り 、 取 り 組 み の 効 果 が 見 ら れ た 。 今 後 、 引 き 続 き

Ｓ Ａ 清 浄 化 達 成 に 向 け て 取 り 組 む こ と と し て い る 。


